
障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援を

さらにすすめていくために

―特別支援教育における実践・支援の基盤を見つめなおす―

栗 原 輝 雄

要 旨

障害のある子どもとその保護者の思いに寄り添う教育実践・支援は特別支援

教育の根本であり立脚点である．これをさらに推し進めていくためには，教師

は常にその基盤の見つめなおしをはかりながら，子ども・保護者と向き合って

いく必要がある．―こうした視点に立ち，今回，基盤として重要であると思わ

れるいくつかの事柄についての再検討と考察を行った．その結果，①障害のあ

る子の成長・発達・学習等の支援にあたっては，教師はそれぞれの子どもの「生

きる力」を信じ，キャッチし，見守りながら，それが十分に働く環境を用意す

るよう努めること，②「障害のある子と保護者の思いに寄り添う」ということ

の意味についてのさらに掘り下げた検討と理解とが今後とも大切であること，

③教師と障害のある子とのコミュニケーション，教師と保護者とのコミュニ

ケーション・協働，教師同士のコミュニケーション・協働のあり方が，障害の

ある子の成長・発達・学習等の支援にとっても，保護者の心理的安定，そして

教師自身の心の安定と「思いに寄り添う」実践・支援にとっても重要な意味を

もっていること等々，が改めて確認された．しかし，本テーマ自体の間口の広

さ，奥行きの深さを考えると，引き続きさまざまな角度からの検討・考察が必

要であると考えられた．
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１．問題および目的

（１）筆者のこれまでの研究の流れと今後の研究への足がかり

筆者はここ数年間にわたり，教師の「聴く力」について一連の研究を進めて

きている．そのテーマは主として以下の二つに集約される．

第一のテーマは，教師が子どもや保護者，教師同士とコミュニケーションあ

るいは連携を図るさい，どのような話の聴き方を教師は大切であると考えてい

るかという，いわば教師自身の目でとらえた教師の「聴く力」についての検討

である．第二のテーマは，教師の「聴く力」が子どもの「生きる力」の育成に

対してどのような意義・役割を担っているかを明らかにすることである．

いずれのテーマも相互に深く関連しており，教育実践，子どもの発達支援，

保護者支援等の諸点からみて，教師のあり方・姿勢にかかわる大切なテーマで

あると思われるので，筆者としては今後ともさらに研究を継続していきたいと

考えている．

これまでの研究から言い得るであろうと思われることを要約してみる．

一つには，教師の「聴く力」は教師の「専門性」の一つとして，今後なお一

層重視されるべき重要な特質であることが次第にはっきりしつつあるように思

われること．また，もう一つは，教師の「聴く力」は子どもの「生きる力」の

育成に対して本質的に重要な働き・役割を担っている，ということである．

もう少し具体的に述べる．その概略は以下の通りである．

子どもとのコミュニケーションを図るにあたり，および保護者とのコミュニ

ケーション・連携，教師間のコミュニケーション・連携をより密度の濃い形で

すすめていくにあたり，少なくとも教師サイドから見る限り，多くの教師が，

相手（子ども，保護者，同僚教師）と普段からよい関係作りを図るように心が

け，話を聴くときには，深く丁寧に共感的に聴くことが大切であると認識して

いる，ということが一点である．

ただ，次のことについては今後の課題として念頭に置くべきであると思われ

る．すなわち，これまでは教師サイドからのみとらえてきたが，今後は子ども

および保護者双方のサイドからのとらえ方―教師が子どもおよび保護者の話
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を「聴く」さい、教師はどういうことを大切に考え，どういうふうに話を聴い

てくれたら，本当に聴いてもらえている，聴いてもらえたと感じることができ

るか―も併せて明らかにし，教師サイド，子ども・保護者サイド双方からのと

らえ方をつき合わせながら，教師に望まれる話の聴き方あるいは「聴く力」に

ついて，さらに掘り下げた検討が求められるということである.
(１)(２)(３)(４）

また，教師の「聴く力」は，子どもの「こころ」の受けとめ方そのものでも

あると考えられるので，子どもの「生きる力」の育成にとって，教師の「聴く

力」の果たす役割は子大きく，子どもの「生きる力」の「中核部分（芯になる

部分）」の形成にとってプラスの大きな働きを担っていると考えてよさそうで

あると思われた.
(５)(６)(７）

以上のようなことから，教師の「聴く力」は子ども・保護者の思い（願い）

をより深く感じ取り，両者の思い（願い）に寄り添う教育実践・支援をさらに

すすめていく上で非常に大切な役割を果たしていると考えることができると思

われる．また同時に，子どもの「生きる力」をはぐくむという点でも教師の「聴

く力」はきわめて重要な意味を有しており，この点でも子どもの「『生きる力』

をはぐくむことがますます重要になっている｣
（８）
現在，教師の「聴く力」は教

育実践・支援の最も重要な基盤の一つとして受けとめられるべきであることが

示唆されたと思われる．

以上述べたことが，大まかに言えば，これまでの研究から得られたことであ

り，本報告のテーマである「障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援

をさらにすすめていくため」の足がかりともなりうると考えられるところでも

ある．

（２）障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援の重要性

さて，特別支援教育は，「障害のある幼児児童生徒に対し，障害による学習上

又は生活上の困難を克服するための教育を行う｣
（９）
とされているが，それは障

害のある子一人ひとりが将来，社会の中で一人の人間として豊かな人生を切り

開いていくことができるように，その基盤となるものを教師と子ども・保護者

等が一体となって学校生活を通して培っていくという考えの上に立ってのこと

障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援をさらにすすめていくために
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であろう.
(10）
社会の中で自らの人生を豊かに生きていくことは子ども自身に

とっての思い（願い）であるのはもちろんのこと，保護者にとっても教師に

とっても共通の思い（願い）と言えるのではなかろうか．ここに「子どもの思

い（願い），保護者の思い（願い）に寄り添う」という教師の姿勢が生まれてく

ることになるのではないかと考えられる.
(11）

本研究では，以上のようなことを踏まえ，より一層「障害のある子どもと保

護者の思いに寄り添う」ための教育実践・支援をすすめていくにあたり，その

基盤として特に重要であろうと思われること―教師の「聴く力」についても当

然，その主要なもののうちの一つとして挙げるべきであろう―についての振

り返りと再検討を行い，今後の教育実践・支援をより確かなものとしていくた

めの指針を得たいと考えている．

言うまでもなく，特別支援教育も教育という営みそのものである．したがっ

て，教育の目的あるいはそれが目指すものについてのとらえ方，たとえば林

（1982)
(12）
が述べているように，「すべての子どもがかけがえのないのちを持っ

ていて，それが成長するために必要なものを求めている〈中略〉，それに答える

こととして教育というものを考え」る，というようなとらえ方においては何ら

相違があるわけではなかろう．

教師とのかかわりの中で，障害のある子とその保護者の日々の生活の一瞬一

瞬がより美しくより豊かにはぐくまれ，これらと，さらにその後に続く人生の

ひとコマひとコマとが絶妙な配置で織り合わされ，独自の模様から成る「一片

の織物」が，障害のある子とその保護者それぞれの心の世界で織り上げられて

いくこと
（13）
を，私たち特別支援教育にかかわるものは心から願うともに，自戒

をもって，子どもたち一人ひとりとその保護者と向き合い，歩みをともにして

いくことが求められているのではなかろうか．

この，歩みをともにする，ということから想起されるのが，林（2002)
(14）
の次

の言葉，すなわち，「教師を意味するペダゴーグということばの語源は（中略）

子どもに付き添っていく者の意味で」ある，という言葉である．「子どもに付き

添っていく者」の意味するところは極めて深く，筆者が限られた紙幅の中でコ

メントを加えることは難しい．あえて一言付け加えるとするなら，筆者には，
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それは少なくとも，教師は子どもの存在・可能性を心の底から肯定・信頼でき，

子どもとともに人間としての豊かな生き方をしていこうという気持ちを持っ

て，子どもにあたたかいまなざしを向け，子どもの心（思い）に寄り添おうと

している人でなければならないと指摘しているのではないかと思われる.
(15）
特

別支援教育の実践に携わるものにとってのみならず，広く教育に携わるすべて

の実践者に求められている最も大切な姿勢と実践・支援の基盤はここにある，

と筆者はとらえている．

ところで，「子どもの心（思い）に寄り添う」ということは，学校教育の場に

あっては，障害のある子どものみならず，その保護者の「思いに寄り添う」こ

とでもあろう．確かに，この「子どもと保護者の思いに寄り添う」ことは殊の

ほか重要である．この点においてこそ教師の「聴く力」がものを言うことにな

るのであろうが
（16)(17)(18)

，しかし，実際のところ，「思いに寄り添う」ということ

は口で言うほど，あるいは文字で綴って説明ができるほど容易なことではない

と筆者は常々思わされている．

このようなことを記すと，本論文のテーマそのものが成り立たなくなってし

まいそうであるが，筆者が言いたいのは，それくらいに「思いに寄り添う」と

いうことは深く，また難しいテーマであるということなのである．しかし，そ

れはそうとしても，この深さ・難しさを十分心に刻みつつ，子どもとのコミュ

ニケーションや保護者とのコミュニケーション・連携（協働）等のよりよいあ

り方を追求していくことを心がける姿勢を特別支援教育（広くは教育）に携わ

る者は忘れないでいる，ということが大事なのではなかろうかと思われるので

ある．

（３）本研究の目的

障害のある子どもと保護者の思いにより一層深く寄り添うことは，教育実

践・支援において常に求められていることであろう．そして，そのための基盤

として，さまざまなことが挙げられるであろう．

本論文では，筆者が研究テーマとして取り上げ，取り組んできている最近の

研究，特に，教師の「聴く力」について，および，それと子どもの「生きる力」

障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援をさらにすすめていくために
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との関係に関する研究から見出されたことを含め，障害のある子とその保護者

の思いにより一層寄り添うことのできる確かな教育実践・支援を今後ともすす

めていくための基盤として，特に留意すべきと思われることのいくつかにつ

き，以下のところで確認・再考察を行ってみることにする．

２．特別支援教育における実践・支援の基盤として特に大切にしたいこと

（１）対等な一人の人間存在として向き合うということ

特別支援教育に対する人々の理解と期待の高まりにともない，特別支援教育

に携わる人たち（教師はもちろん，教育行政や関連分野の人々等も含めて）は，

障害のある子どもたち一人ひとりが希望をもって「本来のわたし｣
（19）
を生きて

いくことができるように，それぞれの子どもが必要としている育ちの基盤を整

えていくことをますます強く要求されてきていると言える.
(20)(21）

知的障害のある子どもとともに人生を歩んできた一人の母親が大きな葛藤と

深い苦悩の中で到達した，たとえば次のような考えの中には，障害のあるわが

子に寄せる親の深い愛情と，社会のあり方や障害のある子に対する教育のあり

方についての保護者の思いがよく示されていると思われる．それらは次のよう

なものである．

「娘の魂もまた，その魂として最大限に成長する権利をもっているのだ．た

とえほんのわずかしか成長しないにしても，その権利はだれの権利とも変

わらないはずである．｣
（22）

「すべての人はこの世の中で，安心できる自分の居場所と安全を保証されな

くてはなりません．｣
（23）

これらの言葉に含まれるメッセージを筆者なりにひと言で表現するなら，特

別支援教育に携わる教師は，「障害をみるのではなく，その人のいのちと生き方

に目を向け，それを本当に大切に受けとめていこうとする｣
（24）
姿勢に立って，

言い換えれば，対等な人間存在として障害のある子と向き合うことによって，

教育実践・支援にさらに力を注いでほしいということではなかろうか．障害の

ある子と保護者の思いが凝縮されている言葉であると思われる．人権尊重の思

想は以前に比べれば社会全体にずいぶん浸透してきているとは思われるが，教
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育実践・支援にあたるものは，特にそのための大切な基本姿勢（拠って立つ基

盤）として，上記の母親の言葉を改めて深くかみしめておく必要があろう．

（２）教育の意味や人間の成長・発達についてのとらえ方，支援のあり方等に

ついての理解と一層の掘り下げ

特別支援教育における実践・支援の基盤として私たちが大切にすべきこと

や，教育の意味，人間の成長・発達のとらえ方，支援のあり方などについては，

植物からも大切なことを教えられることが少なくない．

以下に記すエピソードは筆者にとってきわめて鮮烈な体験であった．特別支

援教育（と同時に教育そのもの）の実践・支援の基盤等にかかわる事柄を深く

見つめなおさせてくれた．子どもの「生きる力」についての新たな見方につい

ての示唆と，子どもの「生きる力」を深く信じてあたたかく見守るということ

についての再確認の要請ということであったろうか．

｢生きる力」については周知のように，中央教育審議会による『21世紀を展望

した我が国の教育の在り方について（第一次答申）』
(25）
に詳しく記されている．

したがって，その意味するところについてはここでは割愛させてもらうが，河

合（1992)
(26）
の表現を借用するなら，それは「人間の心の奥にある自律的な力」

と言い換えることもできそうであるし，「『生きる力』をはぐくむ｣
（27）
とは，こ

の「自律的な力」を強化し，さまざまな状況の中で発現しやすい状態にしてい

くことであるとも言えるかもしれない．

上でふれた「生きる力」や河合（1992）の言う「自律的な力」を彷彿させる

植物の生態に筆者は幾度となく出会っている．「鮮烈な体験」と上で記した一

例を以下に述べる．

たとえば，強い風雨に打たれて地面に押し倒されたセイタカアワダチソウや

コスモスやカンナなどの茎や花が「再起」していく姿がそれである．天候が回

復してしばらくすると，これらの茎や花々は地面に這ったままの状態でありな

がらも，その先端を空に向かって再びまっすぐに力強く伸ばしていく．その姿

が実に象徴的なのである．中には，地面に接している茎の一部からは真っ白い

毛根さえ生えているものもある．茎や花の先端がさらにしっかりと空に向かっ

障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援をさらにすすめていくために
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て身を伸ばせるように，力いっぱい支えようとしているかのようである．

こうした姿は，これらの植物が，たとえば強い風雨のような厳しい状況に直

面しても，それでもなお再び自身の身を空に向かってまっすぐに伸ばしていこ

うとする力―「生きる力」とはこのことを言っているのであろうか―をもと

もと内側に宿しているように思われる．

上にあげたような植物がこうした厳しい状況に直面したときでも，以前と変

わらずに再びまっすぐにその身を伸ばしていくことができるには，こうした状

況の中にあってもなお，そうした茎や花々を引き上げていく力（働き）を空そ

のものが有してもいるからだと考えることも可能であるかもしれない．

子どもの発達や教育の場合に当てはめて考えれば，空とは，たとえば，子ど

もを取り巻くさまざまな人々によって作り出されるあたたかな環境であ

り
（28)(29)(30）

，教育という営みの中にある子どもの内面を育てる働きであり，「子

どもに付き添っていく者」としての教師の人間的なかかわり等である，と考え

ることができるであろう.
(31）

植物の「状況」を見て，そこから植物の「思い」「こころ」を感じ取ること．

その時々に必要な「手当て」ができること．これこそが真に植物を慈しむとい

うことであろうか．そして，植物を慈しむ心は，子育てや教育に携わっている

ものの子どもに対する接し方にも深く通じている，ということを教えてくれる

いくつもの大切な事柄を小川（1992)
(32）
は記している．上で述べた筆者自身の

体験（観察）から筆者が学んだ「気づき」を，より大きな視点からこの著書は

整理してくれているようで教えられるところが多い．

小川（1992）によれば，植物が「強風で倒れたのをそのままにしておくと，

倒れたままで先の方だけ上を向いてくる．起こしてほしいのだろうが，自分か

らは口に出せないし，動くこともできない．（後略）」―「先の方だけ上を向い

てくる」その動きを，「起こしてほしい」との植物の「思い」「こころ」あるい

は「叫び」として深く感じ取ることのできる人がそばにいてくれたら，この植

物は再び元のようにからだ全体を空に向けて，まっすぐに，思いきり高く，伸

ばしていくことができるであろう．

障害のある子は（障害のある子に限らず，子どもは誰でもそうであろうが），
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周囲の無理解・支援不足等ゆえに，時に「強風」に倒されてしまうことも決し

てないわけではなかろう．そんな時，周囲に，子どもの「思い」「こころ」「叫

び」等々を鋭くキャッチでき，適切なサポートをしてくれる人がいることは，

子どもの「生きる力」を再び活性化させるために不可欠なことではなかろうか．

教師の「聴く力」も，それを土台とした子どもの「思いに寄り添う」という

姿勢での子どもにかかわる教師の実践・支援の大切さも，このためにこそある

と言えるのではなかろうかということを，小川（1992）から改めて思わされた．

障害のある子とその保護者の思いに寄り添う支援をさらにすすめていくにあ

たっては，

①子どもは「生きる力」を本来的に有していると考えて，子どもの成長・発達

をあたたかく見守ることが大切であること．

②子どもの「生きる力」が十分に働くためには，しっかりとそれを支える環境

が欠かせないこと．また，そのためにも，教師をはじめとする周囲の大人た

ちが子どものこころをすばやくキャッチする力（「聴く力」も大切なそのひと

つ）が求められること．

上記の花々（植物）との出会いのかたちは，この二点をしっかりと心に刻ん

でおくことが重要であることを，教育に携わる私たちに教えてくれ，再認識さ

せてくれているように思われる．

これまで述べてきた諸点は，障害のある子と保護者の支援にあたり常に念頭

に置くべきこと，そして，その流れ（スタンス）の中でさまざまなことを考え

ていくための大きな基盤を形成するものと筆者はとらえている．言わば，それ

らは「バック・グラウンド・ミュージック」のごとき機能を有するものと言え

るように思われる．それらが筆者自身の心の奥深くにおいて静かにゆったりと

繰り返し流れてくるのを深く感じ取りつつ，筆者は障害のある子とその保護者

の思いに寄り添う支援のあり方を自身に問いかけているのが現状である．

障害のある子と保護者の思いに寄り添う教育実践・支援とはそもそもどのよ

うなもののことを言うのであろうか．また，その基盤として特に大切にすべき

と思われる事柄としてどのようなものがあげられるであろうか．以下，筆者の

障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援をさらにすすめていくために
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最近の研究で得られた知見を踏まえながら，考察をすすめていきたい．

３．教師と保護者のコミュニケーション・協働関係づくり

―その基盤としての教師の「聴く力」に焦点を当てて―

教師が子どもとのよりよいコミュニケーションを，また同時に保護者ともよ

りよいコミュニケーション・協働関係（関係づくり）を構築していくことは，

繰り返しになるが，子どもと保護者の思いになお一層寄り添う教育・支援をす

すめていくためにはきわめて大切なことである．このような関係づくりがあっ

てこそ，教師は子どもと保護者それぞれの「思い」を深く感じ取ることができ，

この「思い」に一層寄り添いうる教育実践や支援を具体的に展開していくこと

ができると思われる．

教師は授業をはじめとする種々の教育実践・支援活動の一つひとつを通じ

て，子どもと保護者の「思い」に応えていく．それゆえ，さまざまな工夫を加

えながら実践力・支援力を高めていくことは教師に課せられた大きな課題であ

ると言える．その課題に取り組むためにこそ，子どもと保護者の「思い」を

しっかりと把握する力を養うことは大切な基盤の一つになると言える．その意

味で，教師の「聴く力」が問われるところであり，また，それのより一層の向上が

期待されてもいる．

（１）教師と保護者のコミュニケーション・協働関係の子どもにとっての意義

子どもは生活時間のほとんどを家庭と学校とで過ごしている．そのそれぞれ

の場において保護者と教師とが「信頼され安定感を与える者」として子どもか

ら受けとめられることが「すべての健全な人間的発達にとって，（中略）あらゆ

る教育にとって，まず第一の不可欠な前提である」というボルノー（2006)
(33）
の

指摘は，教師と保護者の子どもに対するそれぞれの立場からのかかわりと協働

とがいかに大切なことであるかを示している．この点は「障害」の有無にかか

わらず，すべての子どもにとって同様であろう．ボウルビイ（1993)
(34）
が母子

関係の研究の中で指摘している「セキュア・ベース」や，『イソップ寓話集』
（35）

収められている「北風と太陽」の「太陽」の役割もまた同じく大きな示唆を与
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えるものとして注目しておきたい．

ところで，好ましいコミュニケーション・協働関係が構築され，こうした関

係の中で教師と保護者との間の相互理解が深まっていけば，教師も保護者も情

緒的に安定し，心に余裕を持ちながらそれぞれの立場で子どもに接していくこ

とができるようになるであろう．そして，そのことがひいては子どもの情緒の

安定を促し
（36）
，あわせて子どもの「生きる力」の二つの側面―すなわち，中央

教育審議会第一次答申（1996)
(37）
で力点が置かれていると思われる，周囲の環

境世界に創造的に適応していくことで自己の行動世界を拡大していくというよ

うな側面と，神谷（1966)
(38）
や島崎（1986)

(39）
，土屋（1989)

(40）
などから示唆さ

れる内面世界の充実（生きていることの喜びや希望，生きる意味や生きがいの

発見など）にかかわる側面とをあげることができると思われるが，これらは本

来相互につながりあった表裏一体のものと考えるべきものであろう
（41）
―の双

方がさらに豊かにはぐくまれていくうえでの大きなプラス作用を引き起こすも

のと思われる．

（２）保護者との好ましいコミュニケーション・協働関係の構築のために求め

られる教師のスタンスと教師自身が大切にしたいと考えていること

―特別支援学校に勤務する教師のとらえ方に焦点をあてて―

保護者との好ましいコミュニケーション・協働関係を構築していくために，

教師は保護者とどのような「スタンス」で向き合っていくことが求められるで

あろうか．

｢スタンス」とは「人が立つ位置｣
（42）
のことである．コミュニケーション・協

働関係の構築という目標を保護者とともに達成していくためには，当然のこと

ながら，教師は「子どもの成長・発達のために，共に必要な存在として，子ど

もによってつなぎ合わされているもの同士｣
（43）
という，子どもの目線に立って

の保護者との深い信頼関係を築いていくことが重要となってくる．

そのためには，保護者の「思い」を感じ取る教師の「聴く力」が大切になっ

てくる．保護者の話を深く聴き，その話の中に込められた保護者の気持ちや願

いをしっかりと受けとめ，保護者と同じ地平（目線）に立って，子どもの発達

障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援をさらにすすめていくために
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支援や教育実践等に協働して取り組んでいくことが必要であろう.
(44）

筆者は幼稚園教師（保育士），小学校教師，中学校教師，高等学校教師，特別

支援学校教師の協力を得て，各園・学校の教師等が子どもの話を聴くとき，保

護者の話を聴くとき，同僚教師等の話を聴くとき，どのようなことを大切だと

考えているかについて，自作の調査票を用いて回答してもらった．これらの結

果をもとに，教師の「聴く力」について考察し，これまで順次報告してき

た.
(45)(46)(47）

このうち，栗原（2008b)
(48）
は，幼稚園教師・保育士の場合に特化して，これ

らの人たちが保護者の話を聴くときにどのようなことが大切であると考えてい

るかについて考察し，まとめたものであった．小学校，中学校，高等学校，特

別支援学校に勤務する教師の回答結果についても比較の対象とするため表中に

掲げられてはいる．（Table.1）しかし，幼稚園教師・保育士の場合についての

まとめであったため，上記の各学校に勤務する教師の回答傾向は，幼稚園教

師・保育士のそれとの比較対照という形では言及されてはいるものの，それぞ

れの他校種の教師の回答傾向の詳細については深く分析・考察されていなかっ

た．この点は今後の課題として残されていた．

どの校種の場合においても，教師が保護者の話を聴くときにどのようなこと

が大切であると考えているかについての詳細な分析・考察は「保護者の思いに

寄り添う支援」のあり方，「保護者との好ましいコミュニケーション・協働関係

構築」のために欠かすことができないと筆者は考えている．その意味で，今回

特別支援学校教師に特化して分析・考察を行うにいたったのは上で述べた意味

での残された課題への取り組みの第一歩と言える．同時に，今回の特別支援学

校教師の場合に特化しての分析・考察は，本論文のテーマとの関係を勘案して

のことであることは言うまでもない．

以下，特別支援学校教師の回答結果についての詳細な分析と考察とをもと

に，「障害のある子の保護者の思いに寄り添う支援」，「障害のある子の保護者と

の好ましいコミュニケーション・協働関係構築」について教師はどのように考

えているかに関して検討を進めていくこととする．

特別支援学校教師が保護者の話を聴くときに大切であると考えているとして
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選んだ項目（複数回答可）の上位５位までは下に掲げる表１のようであった．

（（栗原（2008b），P.41の Table 1 に基づく．)
(49）
なお，調査票に掲げられた項目

はこれらを含め，全12項目であった．）回答者は60名．項目の冒頭に記してある

数字は順位を，項目末尾の（ ）内の数字は回答者の選択率である．

表１．保護者の話を聴くときに大切であると考えていること

（特別支援学校教師）

１．保護者の言葉の奥にある気持ちを読み取れるように努める（75.0％）

１．普段から信頼関係を築けるように心がけ，その上に立って対話ができ

るように心がける．（75.0％）

２．保護者と共に子どもの課題や問題などに取り組もうとしている気持ち

が伝わるような応対を心がける．（71.7％）

３．保護者の話を受容する・共感的に受けとめるよう努める．（71.7％）

５．子どものことを教師自身が大切に思っている気持ちが伝わるような応

対を心がける．（70.0％）

表１．の項目のうち「１．保護者の言葉の奥にある気持ちを読み取れるよう

に努める．」は，幼稚園教師，小学校教師，中学校教師，高等学校教師の場合，

上位５位以内には選択されていなかった．しかも，これらの校種における選択

率は64.5％（幼稚園)〜54.7％（小学校）で，特別支援学校に比べるとかなり低め

であった．その意味では，この項目は特別支援学校教師の場合，保護者の話を

聴くにあたり，特に重視されている内容を示していると考えてよいと思われ

る．しかし，この５校種間での選択率の差が統計的に有意であると言えるかど

うかをカイ自乗検定によって検討したところ，有意な差があるとは言えなかっ

た．（χ２＝1.69，df=4)
(50）

ところで，「言葉の奥にある気持ちを読み取れる」ということは，河合

（2006)
(51）
が述べているように「言葉の奥にある言葉」を聴くことであり，「声の

下にある声を聴く」ということであろう．

障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援をさらにすすめていくために
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確かに，筆者自身の経験からも，人の語る言葉の一つひとつには，その人の

さまざまな思いや感情や欲求などが，まるで万華鏡の世界のように，色鮮やか

に散りばめられているように思われる．いま目の前で語っている人のこの世界

に幾分なりともふれさせてもらうことができれば，その人のこころに寄り添う

「聴き方」に多少なりとも近づくことができたと考えてよいかもしれない．た

だしそのさい，聴く側の人の人間観や人生観，生き方や経験などによって，ま

た感性の豊かさ等々によって，万華鏡の世界の色鮮やかさの度合いは大きく異

なってくるものと思われる．

特に，障害のある幼児の保護者の中には「子育てへの不安や孤立感を感じて」

いたりして，「精神的な援助を必要とする場合もある｣
（52）
ことを考えると，ここ

ろに寄り添う「聴き方」はとりわけ重要な意味をもっているといえる．教師の

こうしたこころに寄り添う「聴き方」をベースにした障害のある子の保護者と

の向き合い方は，子どものさまざまな課題・問題をともに担っていくことにつ

ながる協働関係の構築・発展につながる大きな契機となるということを暗示し

ているように思われる.
(53）

海津（2007）が述べているように，こうした関係の中で，保護者は「障害の

問題を通して，人が生きていく上で大切にしたいことを共感しあえたことの喜

び｣
（54）
を感じ，心理的により安定した状態を得，それがひいては子どもの心の

安定につながり，ますます子どもの「生きる力」―「子どものなかに」ある「お

のずから自分を押し出す力｣
（55）
と言い換えることもできるかもしれない―が

はぐくまれていくことにもなると考えることができるのではなかろうか.
(56)(57）

｢普段から信頼関係を築けるように心がけ，その上に立って対話ができるよ

うに心がける．」も特別支援学校に勤務する教師の場合，上記項目「保護者の言

葉の奥にある気持ちを読み取れるように努める．」と同率の最も高い選択率を

得た項目であった．しかし，この項目は他の校種の教師に比べると，「保護者の

言葉の奥にある気持ちを読み取れるように努める．」ようには他の校種の教師

の選択率に比べて特に高いというわけではなかった．この点が校種内では同じ

第１位の選択率ではあっても意味を異にする面を有していると言える．

｢普段から信頼関係を築けるように心がけ，その上に立って対話ができるよ
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うに心がける．」は「保護者の言葉の奥にある気持ちを読み取れるように努め

る．」と内容的に深くかかわっており，後者の項目内容は前者の項目内容が示す

教師の「聴き方」の基盤あるいは前提条件となる内容であると考えられる．そ

の意味で，教師は保護者と「普段から信頼関係を築けるように心がけ」ること

が，結果的には，保護者とのコミュニケーション・協働のあり方をより好まし

い状況に運んでいくことになるととらえ，平素からの保護者との信頼関係の構

築にも心を配ることが大切になると言えよう．

表１の残りの３項目についてもそれぞれがかなりの高率で選択されている．

特別支援学校に勤務する教師の目から見ると，保護者の話を聴くさいに，併せ

てこれらも十分に念頭に置くべき事柄であると認識されていることを示してい

ると考えてよいであろう．

なお，「普段から信頼関係を築けるように心がけ，その上に立って対話ができ

るように心がける．」「保護者と共に子どもの課題や問題などに取り組もうとし

ている気持ちが伝わるような対応を心がける．」「子どものことを教師自身が大

切に思っている気持ちが伝わるような応対を心がける．」の項目は，他の校種に

おいても上位５位項目の中に含まれていた．これらの項目は校種の如何を問わ

ず，教師であれば保護者の話を聴くときに基本的に大切にすべき聴き方である

と，調査に協力してくれた教師は認識しているようだと受けとめることができ

よう．そして，教師の「専門性」の向上というテーマを考える場合のひとつの

ポイント事項として念頭に置いておくべきことを示唆していると考えることも

できるように思われる．

４．教師間のコミュニケーション・協働関係と子どもとのコミュニ

ケーション，保護者とのコミュニケーション・協働関係

―特別支援学校に勤務する教師の視点―

子どもと保護者の思いに寄り添った支援を一層推し進めていくためには，教

師同士のコミュニケーションと協働は不可欠である．子どもと保護者の思い

は，特定の教師（たとえば担任教師等）による個人レベルでの受けとめだけで

なく，学校全体として受けとめられ，学校全体としてその実現のために取り組

障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援をさらにすすめていくために
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まれていってこそ，思いに寄り添う教育実践や支援となって子どもと保護者に

フィードバックされると考えられるからである．

筆者は，職場の同僚教師の話を聴くとき，どのようなことが大切だと考える

かについて，幼稚園，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校に勤務する教

師の協力を得て調査を行い，その結果についてまとめたものを「教師間コミュ

ニケーション・連携の基盤としての『聴く力』」というテーマで先に報告し

た.
(58）
そこでは校種ごとの回答傾向と，全協力者を教職経験年数別に分けての

比較検討はなされていたが，校種ごとに教職経験年数別に分けて回答結果を分

析するというところまでの詳細な分析には至らなかった．

しかし，教師同士のコミュニケーション・連携において各教師が何を大切な

ことと考えるかは，教職経験年数によっても校種によってもおそらく異なる面

があると思われる．この点についての分析・考察は今後に残された大きな課題

であった．

この課題への取り組みの第一歩として，本論文のテーマとの関係から，特別

支援学校に勤務する教師（計60名）の場合につき，今回新たに資料を整理し直

し，教職経験年数別の解析・考察を行うことで，さらに掘り下げた検討が加え

られるようにした．

こうした点を加味しながら，見出しのテーマについて考察を加えてみたい．

（１）特別支援学校教師の全体的傾向

はじめに，特別支援学校に勤務する教師が職場の同僚教師の話を聴くとき，

大切であるとして選択した項目のうち，選択率の高かった順に５項目を掲げ

る．（表２）特別支援学校に勤務する教師の全体的な回答傾向をまずつかみ，こ

のことを念頭に置いた上で教職経験年数別にみていくことで分析・考察に幅と

奥行きが出てくると考えたからである．

なお，この表２は栗原（2009)
(59）
の「Table.2. 勤務校種別」（P.240）の中の

「特別支援学校」の箇所を作成し直したものである．各項目の冒頭の数字は選

択率による順位を，末尾の（ ）内の数字は選択率を示す．
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表２．特別支援学校に勤務する教師の選択率が高かった上位５項目

１．課題・問題への同僚の対応の仕方が自分と異なったものであっても，

同僚の考え・思いを尊重することができる．（70.0％）

２．ふだんからの同僚との関係作りを心がける．（68.3％）

３．情報を共有できるよう，自分のもっている情報を進んで提供できる．

（66.7％）

４．共に問題解決に取り組もうとしている姿勢を示す．（67.2％）

５．問題によって，関係機関等と連絡・連携して解決を図る必要がある場

合は，そのように事を進めることができる．（55.7％）

上表をもとに特別支援学校に勤務する教師が同僚教師の話を聴くときに特に

大切であると考えている事柄・聴き方について考察する．

なお，この点については，上に記した栗原（2009）においても概略的部分的

には言及されているが，他校種教師における項目選択率と比較しての有意差検

定と，回答傾向の，障害のある子とその保護者との関係（かかわり）のあり方

にとっての意味づけ等は今回初めて報告・言及する内容である．

｢課題・問題への同僚の対応の仕方が自分と異なったものであっても，同僚の

考え・思いを尊重することができる．」は他の校種の教師の選択率と比較して最

も高く，４人に３人の割合で選択していた．（他校種の教師の場合，選択率は

50%台前半，２人にひとり強であった．）また，「問題によって，関係機関等と連

絡・連携して解決を図る必要がある場合は，そのように事を進めることができ

る．」は，特別支援学校教師の選択率の中では５位で55.7％であったが，他の校

種の教師の選択率と比べると上記項目とともに最も高かった．しかし，この２

項目のいずれについても５校種間で選択率に統計的な有意差があるとは言えな

かった．（それぞれ，χ２＝5.58,df=4；χ２＝4.37，df=4)
(60）

上記５項目の選択傾向から言えることは，教師同士が互いの違いを認め合

い，それを超えて相互のつながりを大切にして，チームとして動き，他の機関

等との連携にも積極的に取り組んでいこうとする様子が出ているように見受け

障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援をさらにすすめていくために
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られ，教師自身が孤立することなく，安心感をもって子どもおよび保護者と向

き合おうとする風土が育まれているように思われる．このことがひいては子ど

もと保護者との心の通い合いをもとにした教育実践を強めていける基盤として

働いているように思われる.
(61）
特別支援学校がアットホームな雰囲気を感じさ

せてくれるのも，上記のような教師同士のコミュニケーション・協働関係が背

景の一部として存在しているからだと言うことはできないだろうか．

（２） 特別支援学校教師における回答結果の教職経験年数別比較検討

特別支援学校教師の場合も，他校種の教師の場合も，教職経験年数別に分け

ての項目選択率の比較検討は前出した栗原（2009）においてはなされていな

かった．以下に掲げる結果および考察は特別支援学校に勤務する教師の場合に

つき，今回，資料を分析し直して新たに検討を加えたものである．教職経験年

数別にどの項目がどの程度選択されているか（重視されているか）を細かく見

ていくと下の表３−１〜表３−３のようになった．

教職経験年数０〜９年をA群（表３−１），同10〜19年をB群（表３−２），同

20年以上をC群（表３−３）としてある．各群別に選択率の高かった順に上位

５項目まで挙げた．各項目の冒頭の数字は順位を表す．同順位の場合は同じ数

字を記した．項目末尾の（ ）内の数字は選択率を示す．なお，教職経験年数

は教員としてのこれまでの経験年数であり，必ずしも特別支援学校勤務年数の

みを指しているわけではないことをお断りしておく．

表３．教職経験年数別に見た上位選択項目（特別支援学校教師：60名）

表3−1 A群（19名）

１．「ふだんからの同僚との関係作りを心がける．」（68％）

２．「課題・問題への同僚の対応の仕方が自分とは異なるものであっても，

同僚の考え・思いを尊重することができる．」（63％）

２．「情報を共有できるよう，自分のもっている情報を進んで提供でき

る．」（63％）
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３．「自分自身の心理的安定を普段から心がける．」（58％）

３．「問題によって，関係諸機関と連絡・連携して解決を図る必要のある場

合は，そのように事を進めることができる．」（58％）

表3−2 B群（26名）

１．「課題・問題への同僚の対応の仕方が自分とは異なるものであっても，

同僚の考え・思いを尊重することができる．」（77％）

２．「共に問題解決に取り組もうとしている姿勢を示す．」（73％）

３．「ふだんからの同僚との関係作りを心がける．」（69％）

４．「情報を共有できるよう，自分のもっている情報を進んで提供でき

る．」（62％）

５．「問題によって，関係機関等と連絡・連携して解決を図る必要がある場

合は，そのように事をすすめることができる．」（46％）

表３−３ C群（15名）

１．「情報を共有できるよう，自分のもっている情報を進んで提供でき

る．」（80％）

２．「同僚に相談することは決して恥ずかしいことではないとお互いに考

えることができる．」（73％）

３．「共に問題解決に取り組もうとしている姿勢を示す．」（67％）

３．「課題・問題への同僚の対応の仕方が自分とは異なったものであって

も，同僚の考え・思いを尊重することができる．」（67％）

３．「ふだんからの同僚との関係作りを心がける．」（67％）

３．「一人で抱え込まず，必要なときには，学校全体で対応する雰囲気が学

校全体にある．」（67％）

３．「問題によって，関係機関等と連絡・連携して解決を図る必要がある場

合は，そのように事を進めることができる．」（67％）
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表３−１〜表３−３を見て，まず知られることは，上位５項目に選ばれたも

のはどの群においてもほぼ共通しているということである．すなわち，特別支

援学校に勤務する教師の場合，同僚の話を聴くさいに，言い換えれば，同僚の

教師とコミュニケーション・協働を図る場合には，教職経験年数の長短にかか

わらず，大切であると考えていることはほぼ共通しているということである．

この点は，よいチームワーク・共通のスタンスの上に立って子どもや保護者と

向き合っていくことにつながる素地が学校として培われていることを示してい

るという点で注目されよう．

ただ，細かく見ると，群の間には差異も見られる．たとえば，C群の上位５項

目中に含まれている，「同僚に相談することは決して恥ずかしいことではない

とお互いに考えることができる．」「一人で抱え込まず，必要なときには，学校

全体で対応する雰囲気が学校全体にある．」の２項目は，A群，B群のいずれに

おいても，上位５項目中には含まれていない．

また，上位５項目に選ばれた項目の数を見てみると，C群において選ばれた

項目数は同率の項目が多く入っているということもあるが，多く，結果として

内容的に多岐にわたっているということが言える．

上記のことを踏まえれば，特にC群においては，同僚と胸襟を開いて（フラン

クに）相談し支えあいながら，また学校全体でさまざまな問題・課題にともに

取り組んでいくことを大切にしている姿がうかがえる．このような姿勢は，先

にも述べたように，子ども・保護者の双方に安心感を与えるとともに，子ども

も保護者も自らの思いを率直に出しやすい雰囲気を作り上げることになると同

時に
（62）
，それが学校全体として受けとめられやすい状況にもあると考えられる．

また，特にC群においては，一人ひとりの子どもを全員で見守り，全員でかか

わり，全員で振り返りを行う体制の確立・強化がさまざまな特性をもつ子ども

の発達と教育にはきわめて重要であると認識していることを物語っていると思

われる．言葉を換えれば，一人ひとりの子どもに対する指導においてはもちろ

んのこと，保護者とのかかわり（コミュニケーション・協働）においても「教

育的支援の計画性・継続性・組織性を確保し｣
（63）
，「計画（Plan)−実践（Do)−

評価（Check)−改善（Action）の過程｣
（64）
を共同して効果的に活用・運用して
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いくことの大切さが示唆されていると言えよう．

６．「障害のある子一人一人の教育的ニーズ」に応えるということ

―再び特別支援教育の目指すところと教育実践・支援の基盤について―

（１）きめの細かいアセスメントの重要性

2009（平成21）年３月に特別支援学校の学習指導要領が改訂された．この中

で，「障害のある子ども一人一人の教育的ニーズに応じた適切な教育や必要な

支援を充実する」ことの重要性が指摘され，「一人一人に応じた指導の充実」を

図るために，「各教科にわたる『個別の指導計画』を作成すること」と「すべて

の幼児児童生徒に『個別の教育支援計画』を作成すること」が規定されたこと

は周知の通りである.
(65）

｢一人一人の教育的ニーズに応じた適切な教育や支援を充実する」ためには，

一人一人の教育的ニーズ」を丁寧に把握すること，言い換えれば，きめの細か

いアセスメントを行うことが基本的に重要なことであって，このことをベース

にしながら，「『計画』→『実施』→『評価』→『改善』という過程を通して」

深化・発展・具体化されていくと考えられる.
(66）
そして，このことが，本論文の

テーマに掲げた「障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援」につな

がっていくと思われる．

（２）「教育的ニーズ」のとらえかた

ところで，教育実践や・支援にあたり，「障害のある子一人一人の教育的ニー

ズ」ということをどのようにとらえたらよいであろうか．「特別支援教育」は

“Special Needs Education” と英訳されているところからすると，“Special

Needs” という語が「障害のある子一人一人の教育的ニーズ」と深いかかわりを

持っていると考えることができそうである.
(67）

“Special Needs” は「身体的あるいは知的（精神的）に障害のある人々の固有

のニーズ（particular needs）」という意味であるとされている.
(68）
この「固有の

ニーズ」をどのようにとらえるかが教育実践・支援の基盤にかかわる重要なポ

イントなのである．
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とりわけ特別支援学校における障害のある子に対する教育実践・支援は「障

害による学習上又は生活上の困難を改善・克服」することのみを目標とするの

ではなく，学校教育法第72条に明記されているように，そのことを通じて「自

立を図る」ところにまで視野を広げて行われることが大切である.
(69）
しかし，

特別支援教育における教育実践・支援を振り返ってみたとき，時に「障害」の

部分に目が向きすぎ，こちらの部分にウエイトがかかりすぎてしまい，後者の

部分（「自立を図る」）との結合が必ずしも十分にはかられずに終わってしまっ

ている場合もないとは言い切れない．だからこそ，時には立ち止まって，教育

実践・支援にあたっての基盤を見つめなおしてみることも必要になってくるの

であろう.
(70）

先に述べた言葉，すなわち「障害のある人々の固有のニーズ」は，言い換え

れば，上述した「障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服し自立を図

る」（学校教育法第72条）ということになろう．したがって，「自立を図る」と

いうことからすれば，教育面や医療，福祉，労働その他もろもろの側面すべて

を含むととらえるべきであろうし，これらは障害のある人の「自立」という観

点から見ると相互に深くかかわり合っていると言える．

したがって，「障害のある子一人一人の教育的ニーズ」といっても，学校教育

の内容にかかわる部分だけでは当然なく，医療や福祉，労働等関連するすべて

の分野にわたると言える．その際，その「ニーズ」の中でも，一人の人間とし

て，他のすべての人と同様に「人生に喜びを持ってこの世の中を生きていけ

る｣
（71）
ことこそ，その中核部分に据えるべきではないかと思われる．この

「ニーズ」の実現を，学校教育を中心にして考えていこうとするのが「特別支援

教育」の目指すところであるとすれば，「特別支援教育」が “Special Needs

Education” と英訳されているのもうなずけることである．

（３）一人の人間としてのニーズを根本に据える

一人の人間としてのニーズを根本に据えるということが障害のある子の「教

育的ニーズ」を考えていく上で重要であることは，先に紹介した，知的障害の

ある子をもった一人の母親の次のような言葉にもよく表れている．「いくら感
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受性のとぼしい魂でも，（中略）この子どもたちもまた人間です．―それを理

解することがなににもまして大切なことなの」だと
（72）
．この言葉は，障害のあ

る子の保護者の切なる思いであろうし，障害のある子にとっても，その保護者

にとっても，「人間としてもてなしている｣
（73）
人々の応対の中に，「思いに寄り

添う支援」を感じ取ることができるのではなかろうか．

障害のある子とその保護者に向き合う教師は，「発達障害という『診断名』に

目を奪われてしま」わずに，「学校で子どもを見つめるという一番基本的なス

テップを見失うことのないようにしたい」と警鐘を鳴らしている榊原

（2009)
(74）
の言葉は重い．最近，学校教育で注目を浴びている発達障害のある子

の教育・支援の場合に限らず，障害のあるすべての子どもの指導・支援におい

ても本質においてあてはまることであろう．傾聴したい指摘である．

また，津守（2005)
(75）
が指摘しているように，人間としての成長・発達のため

に「この子が求めていることに応える」スタンスも，子どもの「教育的ニーズ」

に応えるという点から見れば本質をついた重要な視点の提起である．今向き

合っている子どもが障害があってもなくても，教育実践・支援にあたるさいに

は忘れないようにしたい．

７．お わ り に

―「思いに寄り添う支援」についての見つめなおし作業の留意点―

障害のある子どもとその保護者の思いにより一層寄り添った支援を今後さら

にすすめていくために，その実践基盤として特に大切であると思われることの

いくつかについて見つめなおし（再考察）を行ってきた．とりわけ以下の三点

について留意しながら，今後もさまざまな点からの見つめなおし（再考察）の

作業を怠ることなくすすめていくことが求められているであろうことを記し

て，結びとしたい．

① 障害のある子とその保護者の「思い」を「聴く力」を教師がさらに豊か

にしていくことは，その「思い」をなお一層深く感じ取ることにつながり，

そのことが「寄り添う」教育実践・支援を支える重要な基盤であると思わ

れる．私たち教育実践・支援にかかわるものはこうした認識をしっかりと

障害のある子どもと保護者の思いに寄り添う支援をさらにすすめていくために
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持つことが必要であると考えられる．

② ｢施設や病院で生活する『心身症などの行動障害』の子どもたちの心に寄

り添」うあたたかな教育実践をまとめた木村（2010)
(76）
の報告，「『病む』と

いうこと」を「子どもやその家族がどのように体験するのか」等の考察を

通して，「病む子どもの思い，親の思い」に深く心を向けた村瀬（2010)
(77）

の研究，高機能自閉症・アスペルガー症候群のある子どもとその保護者へ

のきめ細かな支援をわかりやすく説いた吉田（2003)
(78）
の著書等々は，障

害のある子とその保護者の「思い」を「聴く力」は，障害のある子の障害

の状態（特性）とともに，環境諸要因等を総合的・包括的にとらえること

でより一層豊さを増していくことを具体的に示してくれていると思われ

る．こうした視点に立った研究は今後さらに重視されるべきであろう．

③ また，その「思い」を「聴く」にあたっては，障害という部分にのみ目

（心）を奪われすぎることなく，一人の人間存在としての子どもとその保護

者の「思い」に十分に心を傾けることを，もう一方においては忘れてはな

らないであろう.
(79)(80）

このことを基本姿勢として堅持しながら，障害のあ

る子どもとその保護者の「思いに寄り添う」教育実践・支援のあり方を今後

ともさらに追求していくことが大切であろう．
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